





































岩手相州 (36，37) 畿内 114号 (37)
鴻巣 25 号 (36) 赤皮赤 (37)




岩手相州 相州 長林4号 金比緩 優勝旗 赤違摩
喜子繁喜子露 F霧打害 Fl喜望弓雲
前 6 96.9 
当日 113 96.1 













































71 70.6 179 69.0 
66 71.4 310 70.5 
60 72.1 200 73.2 
56 73.5 294 71.6 126 65.7 
56 79.1 173 72.4 255 69.0 
56 87.0 69 74.1 40 73.8 
?????????
.•.•..••.•.••.••• 



















































































































































































380 31.8 68 
331 27.8 
(160) -2ー
100 ~ 100 
発 80 発 80
病 病
歩 60 OO 歩
合 40 合 40 
F% 、J、 % 
20 20 
0 












































相 州 (36，37) 鴻巣 4 号 (36)
埼玉小麦 27号 (36，37) 改良早生小麦1号 (36)
宮城相州 58号 (36)・ 宝 満
早生入梅 (36) ブサ 12 号 (36，37) 
軍配 7 号 (36) 早坊主 (37)
(B)開花後約2週間は発病歩合に犬養がない.
農林 4 号 (36，37) 西海 45 号 (36.37) 
農林 5 号 (36)・ 白毛南京 (36，37) 
岩手資撰 1号 (36) 宮城相州 58号 (37)・
細 稗 (36，37) 白ポロ 21 号 (37)・
西 村 (36，37) 金比羅 (37)・
熊本小麦 (36，37) 西海 62 号 (37)
第3群 発病歩合が開花後いちど上昇いその後減少する.
(A) 開花後 3~5 日で発病歩合肱最高仁なりその後減少する.
金比羅 (36)・ 農林 3 号 (37)
農林 2 号 (36，37) 農林 6 号 (36，37) 
白満作×赤小麦3号 (37) 砂川逮摩 21号 (36，37) 
富 国 (37) 西海 55 号 (37)
宝満 1 号 (36，37) 畠回小麦 (37)
山口小麦 (37)- 白ブシブ (36，37) 
西国穂揃 (36，37) 南九州 1 号 (37)
オレゴン (37) 白ポロ 21 号 (36)・
伊賀筑後オレゴγ(36) 肥 後 1 号 (36)・
(B) 開花後 7~9 日で発病歩合11最高になりその後減少する.
優勝旗 (36) 農林 7 号 (36)・
富 田 (36) 白満作 (36，37) 
三州小竹 (36) 愛知赤竹 1号 (36，37) 
滋賀早生小麦 (36) 中 生 白 (36)
中生赤 (36) 三尺 2
無古珍子 (36) 山口小
中生相州 6号 (36，37) 伊賀筑
江島神力 (36) 早 小
白小麦 1 号 (36，37) 米 1 
新田早生 (36，37) 農林 5
赤 小 麦 (37) 北関東 14








赤達摩 (36，37) 農林 7 号 (37)・
農 林 1 号 (37) 中相州議内 5号 (36，37) 
































農林 2 号 918 





大型接種箱 小型接種箱 大型接種箱 小型接種箱
貢~張扇町歪可扇育室否扇面否奇麗
SS4383mm-g 蜘 3.341823
2451 7.4 415 54.5 2887 4.3 307 6.2 
4759 7.6 454 28.3 5688 4.5 428 4.9 
1722 30.1 228 57.9 1912 8.9 284 8.5 
2725 25.4 391 52.4 2469 8.3 325 5.2 
22ゆ9 22.5 260 37.3 2416 7.8 260 3.9 
1771 27.7 312 51.3 1銃犯 9.4 251 5.6 
1524 31.4 198 83.6 2ω2 8.0 72 16.7 













































宝満の5品種， 1939年lこは相州，軍配7号，新中長， 新田早生， 細稗， 白満作，江島神







に保った. 接種箱には周囲二重ガラス張りの大型 (18Ocm立方)および小型 (110x 90 x 53cm) 
の恒温接種箱を用いた. 1938年の実験仁は小型接種箱を， 1939年には大型および小型接種箱
を， 1940年仁は大型接種箱だけを用いた.接種温度は1938， 1939の両年とも 20。および 300C
の二つの温度で実験し， 1940年仁は200と270Cで実験した.









品 種 発病L開歩花合後最の高日の数時〕期 感染型
自 満 作 8-14 第 3群
江島神力 4-9 " 
細 稗 6-10 " 
新田早生 5-8 " 
北関東 14号 4-6 " 






両護穎の外縁のなす角度)，および梓毛の有無とアカカピ病感受性について， 農林1，2， 3， 4， 








ット，ブサ 12号，西海45号，南九州 1号，オレゴγの62品種を用いて調査した. また小穂の
密度，草丈，穂の色とアカカピ病感受性ど¢関係の調査は上記各品種の中から農林7号，白満
作×赤小麦5号および中生赤をのぞき畿内 9号， 西海50，62， 64および65号，陸羽 1号，
赤ポ口 1号，白達摩埼玉1号 尾島早生，昭和，渋不知，早生小麦，早生坊主，三原，新








実 験 年 度
形 質
1936 1937 1938 1944 
穂き長さ ー0.250土0.089 -0.249土0.094 +0.178土0.087
穂の厚き -0.233土0.089 ー0.021土0.101 -0.053土0.090
穂 の 巾 -0.120土0.093 +0.123土0.099 +0.183土0.087
をの長さ 一0.111土0.093 -0.381土0.086 +0.203土0.087
小穂の開度 -0.091土0.087 +0.078土0.100 +0.013土0.090 +0.113土0.077






























































































































































湯消毒した. 各品種200粒をジャー レに50粒ずつ分け， これ仁接種源としてあらかじめもみがち仁
純粋培養したNo.1309 a菌株を殺菌した)1砂仁混ぜて入れた.対照には病原菌を培養しないもみ
がらを同様に混じた.その後150Cで14日間おいた後種子の発芽を調べた.






































































































































































































































































































































































































































































































































































































Atanasoff (1923)は麦のアカカピ病の感受性は開花直後仁もっとも高ひとし， Pugh， Johann 






接種時の温度の影得については Pugh，Johann & ~ckson (1933)は温度が高じく320C)ほ









































開花期の気象条件， とく仁降雨が影響するほか， 種々の環境条件が影響することから， 真の抵
抗性がない以Jコ.接種試験と自然発病調査の一致は望めない.新中長は筆者の調査からもアカカ
ピ病発生の少ない品種であるが，全国各地の試験成績をまとめた小麦農林番号品種の特性概要の
中， アカカピ病に比較的強ひとされている12品種の中で， 農林34号， 同36号，同43号，同































重量 歩合 費量 歩合
1.9 g 3.6% 88.6g 25.0% 










第 60表 被害穂種子と健全穂種子の大きさと 10∞粒重および比重
種子l(削粒重 積 予 比 重
大きさく径1
病穂 健全穂 病/健全 病穂 健全穂 病/健全
2.7'沼1m以上 31.9 g 34.1 0.936 1.285 1.30 0.989 
2.5-2.7mm 28.8 30.1 0.957 1.205 1.31 0.920 
2.0-2.5mm 30.1 33.6 0.852 1.ωo 1.30 0.839 




































































ヘ 00 50 100 150 200 240 270 
品










































4.4 16.7 72.8 92.6 97.4 110.2 58.8 58.4 13.9 
3.7 14.9 79.3 76.8 93.3 78.7 6.2 4.8 11.4 
3.7 18.6 75.1 81.3 104.5 96.3 51.3 5.0 14.9 
2.0 11.2 21.0 17.2 24.3 25.6 13.6 6.7 4.6 
接種種子の発芽と土嬢温度との関係 t健苗歩合〉
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n¥ln 1山内、 mln mnl m，u 
34.2 1∞.7 114.1 101.1 118.3 
37.5 110.2 107.6 108.8 98.1 
38.2 97.4 98.7 104.6 














































オー トイリゲー ター 水銀 20l¥ftl 16111 10叩 n 5mm 2.5川目 11lrn 柱の高さ
16.0 '‘ 21.2 世 23.1 30.9 崎 ‘ 45.8 -6風乾土水分合量 42.5 
菌歩4i際 区 .s.0 鈎.0-6 62.5 '‘ 58.1' 56.2 ，. 舗.2， . 種 区 13.1 21.9 26.9 25.6 54.0 7.5 












10。5。 15。 200 
Oc:m 713 随3 副主 51.'5 
接 種 3 42.5 42.5 55.6 60.6 
9 3.3 7.5 10.8 18.3 
3 70.0 85.0 87.5 82.5 























市阪の苦塩汁と水道水で比重 1.00，1.05， 1.10， 1.15， 1.20および1.24の6段階の液を
作り， コムギ粒をまず比重1.00の水道水に漫し，浮上ったものを除き，沈下したものをさらに比重
1.05の苦塩汁仁移し，その沈下したものをさら仁1.10の液にと，つぎつぎ仁移して各段階に分け
た.用いたコムギ品種は， 農林5号，幾内9号，幾内 114号， 鴻巣25号，新田早生，愛知
赤竹1号，中生赤，畠田小麦，中生相州6号，熊本小麦， ブサ12号， および南九州1号の
12品種で，さらに各段階の発芽歩合，内生菌糸の存在歩合を調べた.




よと?1.∞以下 1.00-1.05 1.05・1.10 1.10-1.1"5 1.15-1.却 1.20回1.2-' 1.2-'以土
農林 5 号 14.3 1.9 6.1 6.7 7.7 12.8 51.3 
畿内 9 号 3.9 0.4 1.5 2.3 3.3 3.3 85.3 
畿内 114号 9.7 0.1 5.5 5.9 7.5 8.4 61.0 
鴻巣 25 号 18.3 4.3 6.6 6.3 7.2 9.0 48.3 
新国早生 19.6 3.1 3.0 3.3 6.1 6.9 58.0 
愛知赤竹1号 23.4 3.9 4.2 5.4 7.4 8.2 47.0 
中 生 赤 9.3 3.7 4.4 5.6 6.9 8.9 61.3 
畠田小麦 18.4 3.9 3.3 4.4 7.5 7.9 54.6 
、中生相州6号 13.2 2.0 1.8 3.3 7.7 12.9 58.7 
熊本小麦 22.6 5.0 8.0 8.6 13.1 8.4 34.5 
プザ 12 号 19.8 4.5 6.4 6.1 9.0 8.8 45.5 




















































































































































































































































































が最も多く 50%以.上で， 2.0mm 以下のもの C20~40 %前後)， 2.5~2. 7mm のもの C7~12






1以.∞下 1.∞一 1.05- 1.1か・・ 1.15- 1.20 1.24 1.05 1.10 1.15 1.20 1.24 以上
'‘ 40.4 n.2 3.3 '‘ 5.r 5.1 '‘ 5.4 '‘ 3.G 
農林4号 2.0-2.5 50.5 59.0 7.2 4.9 6.6 5.5 4.8 12.0 
2.5-2.7 7.6 50.1 8.0 5.6 3.2 2.9 4.3 25.9 
2.7mm以上 1.5 38.0 10.3 9.9 2.8 12.7 1.4 23.9 
19.6 92.4 1.6 2.2 2.1 0.8 0.4 0.5 
2.0-2.5 63.3 88.1 2.1 2.0 2.0 1.9 1.4 2.5 
農林6号 2.5ー 2.7 13.8 的.8 5.9 2.1 1.7 1.8 1.6 6.1 
2.7mm以上 3.4 73.4 7.0 7.0 1.5 2.2 2・6 6.3 
34.1 65.8 6.5 6.6 7.8 8.2 2.7 2.4 
2.0-2.5 57.3 51.6 5.7 7.3 9.2 8.7 7.2 10.3 
細 手早
7.5 42.0 9.1 6.2 5.2 7.0 3.4 27.1 2.5-2.7 
2.7mm以上 1.3 55.9 5.7 5.7 5.7 1.9 3.8 11.3 
35.1 68.8 6.6 7.9 9.7 4.3 2.0 0.7 
2.0-2.5 50.0 51.1 6.0 7.6 11.6 10.8 7.6 5.3 
新中長 2.5-2.7 11.9 43.1 7.0 7.1 7.6 10.9 10.9 13.4 
2.7mm以上 3.0 48.7 7.5 11.4 8.5 8.9 6.5 8.5 
35.2 66.8 4.7 6.8 6.9 7.4 3.9 3.5 
2.0ー 2.5 56.4 45.3 4.9 5.3 7.5 11.3 11.1 14.6 
畠田小麦 2.5-2.7 7.5 33.8 6.3 5.9 6.3 7.9 10.2 29.6 















比重径2.0mm.2".0- 2・ト.".2・7mm 2・Omm 2・0- 2.5- 2.1mm 
以下 2.5 2.7以上以下 2.5 2.1 以--J二
O 8 t 品 ol 10" lcxr lrJ" 1.∞以下
1.∞ー1.05 7 
1.05-1.10 7 







制 6制1.1叫 15 87 
1.15-1.20 57・




































































































































































































1.00以下 1.6ー1.10 1.15-1.20 1.24以上
1dF 伺4B 10. 1! 
2.0-2.5 70 40 30 30 
決林 4 号
2.5-2.7 100 60 20 10 
2.7mm以上 70 100 40 22 
。 40 25 。
2.0-2.5 70 90 40 10 
農林 6 号
2.5-2.7 1∞ 80 90 20 
2.7mm以上 80 80 33 13 
20 30 。 20 
2.5-2.5 30 40 。 10 
細 手早
2.0ー 2.7 ω 44 。 。
2.7mm以上 ω 。 。 33 
30 10 10 20 
2.0ー 2.5 50 20 10 10 
事fr 中 長
2.5-2.7 ω 40 20 10 
2.7mm以上 70 30 30 30 
50 。 30 。
2.0-2.5 60 。 10 。
畠田小麦
60 30 20 10 



















第 73表 アカカピ病被害のコムキ種子の唐箕選と比怠との関係 (粒数%】
品 粒の 同左軽量 割合種


























1.∞1.∞- 1~....... 1.10- 1.15- 1.20- 1.24 
以下 1.05 1.10 1.15 1.20 1.24 以上
一-，，-- 一暢一一一一一一面一一一一%一一一一一" "一一一一 %一一一 % 
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品 種 h軍 1.∞14.65 LOS-J 1.1トー 4LIS-P 1.m1叫.24 1.24以上1.10 1.15' 1.却 1
印崎 ~ 50 喝 30 軸 鈎'‘ 20 ‘ 10 ー
70 50 20 20 40 20 20 
80 50 30 30 。 10 20 
80 90 60 30 10 。 10 
60 50 30 20 10 20 20 
80 50 40 30 30 20 10 
70 30 40 20 20 。 10 
30 20 40 50 30 。 。
70 20 10 10 10 10 10 
80 30 50 30 40 。 。
滋賀早生小麦 { : 
40 10 30 30 20 。 。
40 30 30 10 。 10 10 
北関東同{: 
80 70 40 30 40 30 。
80 80 30 60 10 10 。
(4)考 察
アカカピ病一次発生の予防として健全種子と被害種子とを選別する手段として， 飾仁よる種子
の大小の選別， 比重選および唐箕による風選について， 二，三の実験を行った. その結果比重
1・2以上の種子が発芽良好で内生菌糸も少なかった.比重 1.24以上の種子では内生菌糸がほと
んど存在せず， 発芽は非常仁良かった. しかもこれは種子の大小にはあまり関係がないようであり，





Dickson， Eckerson & Link (1923)はアカカピ病菌仁よるコムギおよびトウモロコジ苗の立枯病
発病の状況を研究し， コムギは 8~160Cのような比較的低い土嬢温度で発芽が良好であるが， ト

























議支! 0・ 5。 10・ 15。 却。 250 却。 a&・
以上以上以上以上以上ヶ月 ヶ月 ヶ月
(即イジヨ煎日月四時日開 13ヶ月 137.R 12-13 7-8 1-2 
No.790 麦芽エキス寒天 13 " 13 " 13 " 13 グ 13 " 10-11 " 4-5ν 1-21/ 
稲わら煎汁寒天 13 グ 13 グ 13 か 13 グ 13 グ 12ー 131/ 6ー 7" 1-2" 
l-No.895 麦芽エキス寒天 13 ν 13 1/ 13 " 13 " 13 " 10ー11か 4-5グ 1-2" 







二舎と 0・ 5・ 100 15・ 笥IJD 26" 錨ro 笥P首
No. 790 36ヶ以月上 36ヶ以月上 33ヶ-月，34 33-34 24-25 10-11 7-8ヶ月 2-3ヶ月ケ月 ケ月 ケ月













































一一一一一一ー →2O)(.G-- -一一・ー ・一--5)(20 
→5)(20 - -20)(6 
ー→20)(5- ー一 ー一一一一一一酌ゆト一一一一一→
























































































































































































第 81表 野外堆積の稲わらでのアカカピ病菌予のう殻形成- . 
戸烈?デ tな-じ3 極tま少〉 少ー 哲?1 t多骨+-) R合 '‘董ケ現時.(+) 
4月13日 49 1 50 
16 44 3 2 1 50 
19 28 13 8 1 50 
22 21 19 9 1 50 
27 8 25 15 2 50 
5 4 5 13 27 5 50 
9 2 8 24 16 50 
14 1 5 15 22 7 50 
19 1 7 23 14 5 50 
24 1 3 17 19 8 48 




階月¥日形¥成¥程度 tな-し1 極t土少3 少(+) 精(#-多} (~) 極(1的多 調査ケ肩書t
‘ '‘ '‘ -ー '‘ '‘ 4月13日 .98.0 2.0 踊
16 88.0 6.0 4.0 2.0 50 
19 56.0 26.0 16.0 2.0 50 
22 42.0 38.0 18.0 2.0 50 
27 16.0 50.0 3.0 4.0 50 
5 4 10.0 26.0 54.0 10.0 50 
9 4.0 16.0 48.0 32.0 50 
14 2.0 10.0 30.0 44.0 14.0 50 
19 2.0 14.0 46.0 28.0 10.0 50 
24 2.0 6.3 35.4 39.6 16.7 48 




























































92.1 90.4 84.7 80.8 
6.8 9.0 14.7 17.5 

























87.3 85.5 82.6 79.7 
12.1 13.3 16.2 19.7 
0.6 1.2 1.2 0.6 
195 195 195 195 




















84.1 79.6 75.2 77.0 
15.0 18.6 22.1 20.3 





















27 3日株数13 20 
127 127 122 118 177 
40 37 42 45 
7 8 8 9 
2 5 5 5 
71.8 71.8 68.9 66.7 
23.0 20.9 23.8 25.4 
4.0 4.5 4.5 5.1 
1.1 2.8 2.8 2.8 
131 119 118 114 173 
36 39 40 47 
4 13 13 10 
2 2 2 2 
75.7 68.8 68.2 65.9 
20.8 22.5 23.1 27.1 
2.3 7.5 7.5 5.8 
1.2 1.2 1.2 1.2 
195 195 195 194 195 
1 





































備考 I無処理， 1無殺菌接種， J:殺菌接種， N 無殺繭接種 (2月15日3
1 .・H・..ItI:12月15日設置
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Arthraxon cryptatherus Koidz. var. ci/iaris Koidz. コプナグサ
Digitaria ci/iaris Pers. メヒ‘ンパ
Echinoch/oa crus-gal/i Beauv. var. jrumentacea W. F. W. 
E. crus-gal/i Beauv. sbusp. submutica Honda ノピエ
E. crω-ga//i Beauv. var. oryzico/a Ohwi タイヌピエ
E/eusine indica Gaerth. ヲヒシパ
Oryza sativa L. イネ
Pennisetum q/opecuroides Spreng. (P. japonicum Trin.)チカラ、ンパ
Setaria viridis Beauv. エノコログサ
S. /utescens Hubbard. キンエノコロ
種の草雑
+一++ 





Arthraxon cryptather凶 Koidz.var. ci/iaris Koidz. コプナグサ
Digitaria ci/iaris Pers. メヒシパ
D. ci/iaris Pers. メヒシバ〈生〉
Echinoch/oa crus-ga//i Beauv. var. jrumentacea W. F. W. ヒエ
E. crus-ga//i Beauv. subsp. submutica Honda ノピエ
E. crω-ga//i Beauv. caudata Kitagawa ケイヌピェt生〉
E. crus-ga//i Beauv. var. oryzico/a Ohwi タイ買ピエ
E/eusine indica Gaerth. ヲヒシパ
Oryza sativa L. イネ
O. sativa L. イネ(生3
Pennisetum a/otecuroides Spreng. (P. japonicum Trin.)チカラ・ンパ
Setaria viridis Beauv. エノコログサ
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4q P19 F 13.9∞ 69 -
町同"。 。 曇 21.8 
20 。 。 11 14.3 96 23.0 
21 。 。 情 16.5 66 
22 。 。 快晴 16.3 45 
23 0.2 。 晴 15.3 47 
24 。 。 曇 12.9 54 8.5 
25 4.0 2.0 雨 10.2 90 13.0 
26 1.2 0.5 • 15.4 62 27 1.2 2.0 w 14.2 57 
28 0.8 。 " 17.2 79 9.8 
29 6.0 2.8 雨 17.4 95 17.1 
30 0.8 2.2 曇 18.0 94 
5_ 1 1.2 0.3 快晴 19.8 56 
2 2.0 1.8 晴 18.5 60 
3 2.5 5.7 4島 17.6 75 4.0 
4 0.5 0.7 1 19.0 94 7.9 
5 0.7 0.2 晴 20.4 74 
6 1.7 1.5 " 19.7 77 
7 2.8 2.3 " 16.2 92 0.0 
8 0.7 。 曇 18.9 70 
9 0.7 0.3 情 16.6 51 7.0 
10 22.2 3.2 4島 17.0 1∞ 18.2 
11 8.7 1.8 " 19.9 86 12 4.2 2.5 " 18.8 97 
13 2.7 1.2 晴 21.3 78 
14 1.7 1.2 快晴 20.7 76 
15 0.3 。 " 24.3 46 
16 1.7 。 11 19.7 76 
17 5.0 5.3 • 22.5 
57 
18 6.3 2.0 11 23.7 66 
19 3.7 2.0 11 22.0 94 4.1 
20 33.0 21.3 雨 21.3 97 11.6 
21 1.7 0.7 4島 24.5 95 
22 6.7 3.0 " 20.8 88 11.0 23 17.3 13.7 " 22.0 89 24 5.7 0.7 晴 21.1 81 
25 5.0 1.7 快晴 18.3 52 
26 3.0 19.0 4島 16.8 67 16.3 
27 5.0 3.0 雨 16.2 99 13.3 
28 4.7 6.3 • 19.0 91 29 0.7 1.0 快晴 22.0 76 
30 0.5 0.5 晴 24.0 88 











































































































































































































































































20 22 24 26 28 30 2 4 6 8 10 12 14 16 820 22 24 26 28 30 1 3 5 7s 
4月 5月 6月
















第 89表 アカ力ピ病菌の子のう胞子飛散散と気象 (1952年，半旬別〉
月 日 子飛散の数う平胞均子 平雲量均 平温均度 降水量 測降候水所量 測日候照所計
tt もr 25.5・0 14.T 褐.7同 hm 8.1 加'，6
7 1 3.3 8.5 24.2 140.9 154.9 25.3 
2 2.7 8.9 24.6 113.2 112.6 21.2 
3 2.2 7.9 25.8 94.5 13.2 20.7 
4 0.9 5.1 29.4 10.2 26.2 41.4 
5 1.3 1.0 28.5 61.6 
6 2.1 8.0 27.9 87.7 85.9 32.0 
8. 1 2.2 5.8 30.5 3.4 44.7 
2 3.6 6.0 28.5 12.0 5.5 43.7 
3 11.1 2.6 27.7 54.5 
4 7.9 7.5 28.5 23.4 11.5 30.6 
5 18.8 4.7 28.3 21.5 6.9 47.5 
6 18.7 1.3 30.4 67.0 
9 1 44.5 5.9 29.2 21.0 40.3 
2 39.3 10.0 25.4 30.4 34.6 5.7 
3 36.6 10.0 25.5 50.1 51.9 10.8 
4 67.7 6.6 24.2 0.2 22.6 
5 10.6 3.3 24.9 1.7 49.8 
6 12.1 5.6 23.4 11.3 9.6 31.9 
10 1 9.3 2.9 22.3 49.1 
2 19.4 6.5 20.7 22.6 30.5 26.7 
3 9.6 6.2 19.5 6.3 10.9 26.7 
4 5.5 1.4 18.9 11.0 。 45.7 
5 5.8 5.3 17.2 2.7 3.1 30.4 
6 6.0 7.8 16.8 9.7 9.9 30.5 
11. 1 4.3 3.8 16.7 70.1 66.1 30.1 
2 3.8 2.1 16.8 1.6 43.9 
3 1.5 5.0 12.6 4.6 11.7 5.0 
4 1.1 4.0 13.5 38.9 
5 。 6.3 14.7 27.7 













































1ω% 73 1.659 1.236 3 1，659 
92 1 1 。。 1 
81 。。。。。

















高き 実第1 験回 2 3 4 
0.5 ，‘ 1HI- 1HI- fIlt 相性











吸湿時間 0-24肩 24-48 48-72 72-96 96-120 120-144 







9-14 14-23.5 23.5-27.5 27.5-31.5 31.5-35.5 35.5-48 
* 
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く発芽せず， 3時間後になると 240Cの蒸溜水中で 14.5%，穂上で23.9%が発芽した. 6時間




温度 5 6 備考経過時間 直後 1時間 2 3 4 
f調査胞子数 1694 1644 1630 1626 1698 1681 
買収減ゆ{発芽歩合(%) 0 0 0 14.5 50.5 62.3 











600 439 487 389 
o 23.9 56.3 71.5 
029.3 48.6 57.7 
421 415 439 240 
o 1.7 4.8 12.5 
o 7.5 12.7 20.7 
473 598 423 426 
o 4.0 20.6 53.8 





















































観察月日 4.12 4.26 5.16 5.31 









万場 ..纏歩合 発病小組歩合近接 1m 3m 邑m 7m 近事監 1m 3m 1m 7m 
96 44.0 
東 43 53 44 19.8 17.0 8.2 
西 40 32 42 22.3 12.6 11.6 
南 47 52 33 42 18.9 15.5 9.6 11.5 





















かぶせ(1957年5月3日)， これを5月9日 (II区)(8， 9日仁開花)，同 14日 (III区)，同







5. 19 21 
調査月日







































































































































再蒸溜水 水道水品官需再蒸溜水 JZie雨水 2も守言
溝型E
調査胞子数 448 455 450 630 619 618 632 
発芽胞子数 7 44 184 114 442 401事* 603** 
発芽率(%) 1.6 9.7 40.9 18.1 71.4 64.9 95.6 
併 6.98 17.65 39.60 25.18 57.93 53.80 78.15 
pH 4.8 4.8 4.4 5.6 
備考 L. S. D. (0.05)=6.71， L.S.D.(0.01)=9.64 L. S. D.(0.05) =3.68， L.S. D.(0.01)=5.16 
4週間培養胞子 3週間培養胞子
240C 4時間後調査 240C 4時間後調査






を作り〈第21図)，あらかじめ Biramの微風計 第 21 図
で大体の風速を測っておき， 扇風機の位置をか 扇
えて送風した.と〈仁正確な風速を知る必要は認 風

































風速(mjsec.) 1.8 5.8 3.7 警守皇 送風時間 1分 5分
I 。 。 。 70% I 。 。
1* 。 。 。 70 
1* 。 4 
E 12 5 。 86 
N* 25 10 8 86 E‘ 4 17 

















































































第 98表 アカカピ病菌がコムギ穏を伝って降下する胞子懸濁液量の変化 1)
A* B柿
小穂数 ml~) %~) 胞子密度(x10~/ml) ml包} %~) 
19 1.59 79.3 4.01 1.62 81.0 
5 1.77 88.7 2.92 1.68 84.0 
0.73 1.62 81.1 























小穂数 %2) /13) 胞子密度(xlO'/ml) %2) 。')
19 59.77 50.7 I 4.01 51.80 46.0 
5 62.46 52.3 E 2.92 51.11 45.6 






































































第 110表 コムギ穂のアカカピ病発生と降雨との関係 〈発病歩合)
開花後日数
農林4号 西海45号 熊本小麦 宝 満
散水 無散水 散水 無散水 散水 無散水 散水 無散水。目 42.; 46.i' 32~l ωf 84.1 舗f sl.l 必f
1 48.2 35.4 50.8 52.3 83.4 83.9 39.4 45.1 
2 46.8 50.9 49.2 55.5 89.5 82.6 31.2 4 .8 
3 35.4 36.9 48.6 55.2 86.0 87.6 25.8 49.3 
4 36.4 44.9 36.2 60.8 90.3 88.9 32.4 58.4 
5 40.0 41.1 33.3 91.5 92.2 
平均 42.1 45.7 47.0 55.5 88.6 87.3 31.9 45.8 
6 8.3 56.8 40.8 47.6 34.0・ 49.2 
7 61.5 60.8 62.5 50.6 33.3 51.0 
8 33.6 52.3 40.0 55.7 75.6 35.0 42.1 
9 38.8 52.8 47.6 53，6 44.5 97.0 41.3 44.7 
10 40.1 50.0 45.7 41.8 47.8 86.5 42.8 47.8 
11 32.5 55.5 36.1 46.6 49.8 84.7 48.2 47.4 
12 40.0 60.6 91.1 58.0 50.0 
13 68.4 80.0 
平均 35.9 53.0 44.5 51.3 59.0 85.1 44.5 46.6 
標準無接種 33.3 53.8 23.8 13.5 
備考開花後の散水日数
開花後日数 0-5日 0-5日 O-<i日 0-4日
散水始 5月10日 5月10日 5月12日 5月12日
接種目 5 "15" 5 "15グ 5グ17グ 5グ17グ
調査日 も"27" も"27" 6 " 1" 6 " 1" 
開花後日数 6-12日 6-11日 9-13日 6-12日
散水始 5月10日 5月10日 5月12日 5月12日
接鍾日 5 "22" 5 1122か 5 11261/ 5グ26グ

































実験結果 オオムギおよびコムギでの発病歩合は第 112および 113表に示した.どの場合仁


















2 1.5 1 0.5 
8 6 4 2 
2 2 2 2 
2 2 2 2 
4 4 4 4 
4 3 2 1 
2 2 2 2 














病 青島. . 
1 t . a 1 g " • N P K 1区 2区 平均 1区 ~ 平均.
46.6勢 ω.t ‘ IL7' 18./ 1d 8 2 2 “.9 6 2 2 36.0 32.1 33.4 13.9 15.6 14.5 
4 2 2 43.2 31.5 37.0 6.0 12.1 9.1 
2 2 2 34.7 23.3 29.1 6.4 7.9 6.8 
4 4 2 39.0 27.9 31.0 5.7 7.0 6.4 
4 3 2 38.1 25.7 32.0 6.7 11.3 8.7 
4 2 2 35.6 23.8 30.4 5.5 15.8 10.4 
4 1 2 34.2 29.6 31.7 10.1 11.0 10.6 
4 2 4 35.4 30.7 33.2 7.5 9.1 8.3 
4 2 3 32.1 24.5 29.3 7.5 10.4 9.1 
4 2 2 25.4 22.9 23.9 8.7 10.9 9.8 
4 2 1 33.1 32.6 32.9 10.4 13.1 11.9 
第113表 肥料成分の施用量とコム苧食林4号の
アカ力ピ病感受性との関係
3要素(貫/反) 発 病 歩 合
N P K 1区 2区 平均
s 2 2 
6 2 2 31.0 29.0 30.2 
4 2 2 18.6 40.6 32.4 
2 2 2 1:5.2 35.2 27.0 
4 4 2 14.1 24.8 19.0 
4 3 2 20.6 22.5 21.5 
4 2 2 19.1 31.4 25.6 
4 1 2 24.5 24.0 24.2 
4 2 4 7.3 11.8 9.9 
4 2 3 13.3 14.0 13.6 
4 2 2 17.6 23.4 20.2 
4 2 1 22.4 18.6 
• 20.4 
菌接種や発病調査も常法どおりに行なった.施肥は第1回実験では 1945年1月から4月まで，














聖 塑 参 金
施肥期 コムギ最林4号 オオムギ早生坊主
1945 1946 1945 1946 
1/. 15冒 '‘ 田S世 '‘ S-r ー
1 15 23.8 36.0 10.7 
2 15 20.3 34.9 38.8 8.8 
3. 15 26.7 39.5 52.2 13.4 
4 15 44.7 31.6 65.6 6.1 
第115表 燐酸の施肥期とアカカピ病感受性
強 病 童 合
施肥期 コムギ農埜4呈 オオムギ早生坊主
H!45 1946 1945 1946 
d 16 圃 '‘ 調.f '‘ 8.3 '‘ 一
1 15 29.1 47.7 51.2 1.1 
2. 15 29.1 38.3 52.9 6.1 
3. 15 35.4 43.5 48.7 6.5 
4 15 48.5 33.5 37.9 5.4 
第116表 カリの施肥期とアカカピ病感受性
発 費時 歩 金
施肥期 コムギ食林4号 オオムギ早生坊主
1945 1946 1945 1946 
u; 島 15圃
'ー
33.9併 '‘ 8.t 
1， 15 39.5 39.1 44.8 10.1 
2 15 24.3 38.4 39.9 9.4 
3 15 38.2 29.8 65.3 5.1 







官タ竺 5.18 5.19 5.20 5.21 5.26 5.鈎 6.1 6.' 6.9 平均 1.の小'.. 
1. (11月17日〕 0.7 0.7 1 10 14 20 37 57 15.8 9=1.75 
I. (11 21 ) 1 1.7 2 11 17 26 45 86 15.1 9=1.82 
1.く11 26 ) 0.7 2 13 22 36 59 92 15.6 8=1.68 
N. (12 1 ) 0.3 0.7 1 21 24 31 82 130 15.4 s=1.82 
V. (12 6 ) 0.3 0.3 0.3 0.3 17 23 28 61 114 16.0 s=1.32 
'VI. (12 11 ) 0.3 0.3 0.3 14 22 32 68 104 16.4 8=1.33 
)1. (11 26 ) 16 18 28 57 92 
全平均小穂数 15.7x宜=0.064
備考発病小穂数は100穂中の平均発病小穂数である 但し 5月21日までは1区内全体の平均， 5月
26日以後は900穂仁っき調査した平均である
VII区はアカカピ病菌の籾般培養を接種したものであo
供試品種は農林4号 8 = 1穂平均小線数の標準偏差
第118表 コムギ穂の出穂開花時期
区矯種月日出穂始出穂揃開花始開花最盛
I. 11月.1日7 4月.2日7 N. 過.1 g.l~ 
1. 11.21 4.28 5. 4 5. 9 5.12 V. 12. 6 5. 1 5. 8 5.12 5.15 
1. 12.26 4.29 5. 5 5.10 5.13 'VI. 12.11 5. 2 5.10 5.13 5.16 
第119表 コムギ栽培圏場内の徴気象
月日 温度 湿度 1月日 温度 湿度|月日 温度 湿度 |月日 温度 湿度
4周.2回8 
'0 
87'.‘ 1 '0 98'.‘ 0 'C 88判.0 5月.2日8 'C 95，.6 0 15.5 14.5 15.2 17.5 
29 17.2 85.9 9 15.8 89.2 19 17.3 83.7 29 17.4 96.5 
30 13.6 84.4 10 16.4 89.3 20 18.7 87.5 30 17.6 82.5 
5. 1 10.2 74.6 11 18.1 83.4 21 19.1 86.8 31 14.7 96.5 
2 10.8 80.7 12 16.1 96.9 22 18.4 79.1 6. 1 19.3 98.9 
3 11.0 76.0 13 17.5 99.3 23 17.0 98.5 2 17.4 97.9 
4 13.7 85.5 14 14.9 86.6 24 17.4 87.6 3 19.0 91.4 
5 13.8 95.3 15 14.4 77.4 25 18.3 79.3 4 19.2 89.1 
6 15.2 93.5 16 15.8 84.5 26 17.9 83.2 5 19.8 98.2 
7 14.7 97.9 17 15.8 83.4 27 17.7 89.1 6 20.4 98.9 







1月17日， 21日， 26日.12月1日， 6日および11日の6回仁分けてコムギ農林4号を普通仁
栽培した.区の設定は3連制仁して第25図のよう仁した.発生状 「一、r了可 ード I
況は日数の経過はってl区内3ケ所鳩山ケ所100穂の発病 I-!-トLドトI ， II I 
小穏を数えた.同一播種期の平均発病小穂数は第26図に示し， 亡ヨE二仁コ二二仁二I二
I I I W I また1穂の平均小穂数は各区適当仁選んだ3ケ所の叩O楓つい 「了一卜t-卜すー |
て調べた平均である. 区 播種月日
実験結果 播種期別仁調査した100穂の平均発病小穂 I・ 1月17日
数は第117表および第26図仁示した.本病の初発は播種期〈従 I・ 11月21目、
って出穏期〉の早晩に関係なく 5月19日頃からわずかに観察され II・ 1月26日
12月 1日
た. 5月26日頃から増加し，麦の生育程度仁よって発病差が認
められた. 6月4日から 9日lこなると発病は急激lこ増加し， IV区
およびV区では特仁多くなった.本病の発生を矯種期別仁みるとIV










































接種後の晴天日数 。 1 2 3 4 5 6 7 8 
(調査小轍 21∞ 1377 2231 2296 2057 2011 2342 2103 742 
I 発病歩合(%)23.8 19.7 21.7 22.0 19.2 23.9 24.5 22.8 22.9 
(縮小穂数 723 724 5ω 565 530 515 655 529 
E 発病歩合l%)13.0 5.8 7.7 9.6 8.4 8.9 10.2 7.9 









胞子附着日数 。* 1 2 3 4 5 6 
1.1 17.0 27.0 6.1 7.1 15.6 2.7 
室内 発芽処理6時間 95.5 66.2 72.8 65.3 29.4 57.5 33.5 
2.7 1.8 1.7 1.1 1.7 1.4 
室発芽処理6時間 20.4 4.1 2.0 1.6 1.6 4.7 
外 1 24 1 43.5 5.5 4.1 2.9 2.7 3.1 

















でも 33.5%であった.また麦穂から採集時の胞子の発芽歩合は 1日後に 17.0%，2日後仁27.0
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